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• 銀河はその星形成活動によってSFG/QGに大別され、SFGはdisk-like, QGは
spheroidalが多い。

• 星形成の抑制と形態変化の物理過程は複雑で未だ不明なことが多い。
• Mass quench: haloのhot gasがガス降着を抑制。
• Morph. quench: 構造が発達してガスが安定化しclumpを形成しない。
• Environ. quench: ガス剥ぎ取り、ガス降着の抑制。

• CANDELSデータでz~2.5の銀河の星形成・環境・形態を見てみる。
• QGはUVJ 2色図で選択。
• ベイズ確率により密度超過を抽出。

星形成抑制への環境の影響。
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Figure 6.SFG/QG銀河形態への環境の影響
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fQ増加はmass (halo) quenchのせいか。
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環境の違いによるサイズへの影響はあまり見られない。

Most massive binではhigh-zでも環境効果が見られる。

環境効果でquenchしたが形態は維持。

massiveほど環境による形態の違いが顕著だが、
high-zほどその差異は小さくなる。

SFG/QGに分けてもFig.5と傾向は変わらない。
SFG ~ late type, QG ~ early typeがdominantだと考えると当然の帰結か。、


